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科

新

［学術会議「再定義」のもくろみ］

危うし「ボトムアップ型」科学
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次回は１月 日に掲載します。 ご意見、ご感想をお寄せください。 〒100－8051毎日新聞「オピニオン」係

型
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
憂
鬱

の
種
が
尽
き
な
い
こ
の
ご
時

世
に
、
さ
え
た
夜
空
を
見
上

げ
る
の
は
一
興
だ
。
６
日
未
明
、
地
球

へ
戻
る
「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
カ
プ
セ
ル

が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
上
空
を
火
球
と
な

っ
て
飛
ぶ
の
を
同
時
中
継
で
見
た
の
は

至
福
の
時
だ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
の
地
上

世
界
で
は

日
、
防
衛
省
が
三
菱
重
工

業
と
契
約
し
て
い
る
次
期
戦
闘
機
開
発

で
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
の
技
術
支
援
を
受

け
る
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た
。

か
た
や
小
惑
星
探
査
機
、
か
た
や
Ｆ

２
戦
闘
機
の
後
継
機
だ
が
、
両
者
に
は

意
外
に
も
共
通
点
が
あ
る
。
第
一
に
、

両
者
と
も
に
科
学
・
技
術
の
結
晶
だ
と

い
う
点
。
第
二
に
、
長
期
的
に
巨
額
の

予
算
を
費
消
す
る
大
型
計
画
で
あ
る
点

だ
。
た
だ
、
「
は
や
ぶ
さ
２
」
計
画
と

戦
闘
機
開
発
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
計
画
に
着
手

す
る
前
、
学
術
的
見
地
と
一
般
的
社
会

的
見
地
の
双
方
か
ら
、
計
画
の
社
会
的

正
当
性
に
つ
い
て
、
審
査
・
評
価
を
受

け
た
か
ど
う
か
だ
。

国
防
分
野
特
有
の
困
難
さ
は
あ
ろ
う

が
、
巨
額
の
国
費
が
投
入
さ
れ
る
以
上
、

計
画
の
着
手
に
は
、
専
門
家
や
科
学
者

ら
に
よ
る
、
恣
意
性
の
な
い
エ
ビ
デ
ン

ス
（
根
拠
）
に
基
づ
く
精
査
が
不
可
欠

だ
。
そ
れ
を
欠
い
た
過
去
の
例
と
し
て
、

１
９
３
７
年

月
起
工
で

年

月
に

竣
工
し
、

年
４
月
に
沖
縄
特
攻
で

海
に
沈
ん
だ
戦
艦
大
和
が
あ
る
。

本
稿
を
書
い
て
い
た

日
、
自
民
党

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
に

よ
る
日
本
学
術
会
議
改
革
の
提
言
が
菅

義
偉
首
相
に
提
出
さ
れ
た
。
任
命
拒
否

問
題
発
覚
か
ら
の
時
間
の
早
さ
を
考
え

れ
ば
、
学
術
会
議
に
手
を
入
れ
る
の
が

首
相
と
自
民
党
の
一
部
に
と
っ
て
の
本

丸
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

国
会
や
記
者
会
見
の
場
で
菅
首
相

は
、
学
術
会
議
の
問
題
点
を
こ
う
述
べ

て
い
た
。
い
わ
く
、
旧
帝
大
に
偏
る
、

地
方
出
身
者
・
民
間
人
・
若
手
が
少
な

い
、
閉
鎖
的
で
既
得
権
の
よ
う
、
前
例

踏
襲
で
よ
く
な
い
等
々
。
支
離
滅
裂
と

批
判
す
る
の
は
簡
単
だ
が
、
私
が
注
目

し
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
学
術
会
議

像
を
首
相
は
ど
こ
で
得
た
の
か
と
い
う

点
だ
。
内
閣
官
房
長
官
時
代
を
含
め
、

首
相
が
学
術
会
議
を
認
識
し
う
る
場
は

限
ら
れ
る
。
内
閣
府
に
は
五
つ
の
重
要

政
策
会
議
が
あ
る
が
、
首
相
と
学
術
会

議
会
長
が
同
席
す
る
会
議
は
、
総
合
科

学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
（
以

下
、
科
技
会
議
と
略
す
）
だ
け
だ
。

科
技
会
議
は
、
首
相
を
含
む
閣
僚
７

人
、民
間
有
識
者
議
員
（
以
下
、
議
員
）

７
人
、
学
術
会
議
会
長
か
ら
な
る
。
科

学
技
術
政
策
を
策
定
し
て
予
算
措
置
に

つ
な
げ
る
権
限
を
持
つ
。
科
技
会
議
は

今
、
来
春
開
始
の
第
６
期
科
学
技
術
基

本
計
画
の
仕
上
げ
に
忙
し
い
。
議
員
の

う
ち
３
人
は
、

月
９
日
、
井
上
信
治

科
学
技
術
担
当
相
の
学
術
会
議
視
察
に

同
道
し
て
い
た
。

こ
の
議
員
ら
の
見
解
を
た
ど
れ
ば
、

首
相
の
学
術
会
議
観
に
行
き
着
く
の
で

は
な
い
か
。
そ
う
考
え
て
、
唯
一
の
常

勤
議
員
で
あ
り
関
連
諸
会
議
の
座
長
も

務
め
る
上
山
隆
大
氏
の
思
考
様
式
を
た

ど
っ
て
み
た
。
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

上
山
氏
は
こ
う
答
え
て
い
る
。
エ
リ
ー

ト
大
に
研
究
資
金
が
一
極
集
中
し
、
地

方
大
学
は
疲
弊
し
て
い
る
と
。
旧
帝
大

へ
の
偏
り
、
地
方
う
ん
ぬ
ん
を
言
う
首

相
の
発
言
と
響
き
合
う
。

技
会
議
に
は
、
科
学
技
術
政

策
の
決
定
に
唯
一
力
を
持
つ

べ
き
な
の
は
自
ら
だ
と
の
自

負
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
科
学
者
の
意

見
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
式
に
集
約
し
、
政

策
提
言
を
行
う
学
術
会
議
の
存
在
意
義

を
問
い
た
い
の
だ
ろ
う
。
事
実
、
自
民

党
Ｐ
Ｔ
を
主
導
し
た
下
村
博
文
政
調
会

長
は
、
本
紙
に
以
下
の
通
り
答
え
て
い

た
（

月

日
付
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
）。

学
術
会
議
の
代
表
が
科
技
会
議
に
必
ず

出
て
き
て
意
見
を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み

は
見
直
す
べ
き
だ
と
。
さ
ら
に
下
村
氏

は
、
大
型
研
究
計
画
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
決
定
す
る
学
術
会
議
の
力
を
過
大

だ
と
し
、
事
実
上
４
０
０
０
億
円
の
予

算
を
決
め
て
い
る
と
問
題
視
し
た
。

こ
こ
か
ら
推
測
で
き
る
の
は
、
科
技

会
議
や
自
民
党
Ｐ
Ｔ
の
狙
い
は
、
学
術

会
議
を
国
の
特
別
な
機
関
か
ら
独
立
の

法
人
格
へ
転
換
さ
せ
る
と
い
っ
た
、
世

上
の
注
目
を
集
め
た
点
の
み
な
ら
ず
、

科
学
技
術
行
政
全
般
に
お
け
る
学
術
会

議
の
役
割
の
再
定
義
だ
と
い
う
こ
と

だ
。
２
０
０
３
年
時
点
の
科
技
会
議
の

提
言
で
も
既
に
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、

科
技
会
議
の
所
掌
事
務
と
重
複
す
る
事

項
や
利
害
関
係
が
生
じ
る
具
体
的
事
項

に
つ
い
て
は
、
学
術
会
議
は
提
言
を
避

け
る
べ
き
だ
と
要
請
し
て
い
た
。

科
技
会
議
の
上
山
氏
や
下
村
氏
ら
に

は
、
国
が
重
点
分
野
を
決
め
る
、
選
択

と
集
中
に
よ
る
科
学
技
術
政
策
が
一
番

だ
と
の
考
え
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
い
っ

ぽ
う
、
歴
代
の
学
術
会
議
会
長
ら
は
、

科
学
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
い
か
な
る

分
野
を
有
望
だ
と
み
な
し
て
い
る
の
か

を
国
が
理
解
し
、
そ
こ
に
予
算
を
つ
け

て
ほ
し
い
と
の
考
え
に
立
っ
て
き
た
。

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
競
争
的
研
究
資
金

も
大
事
だ
が
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
で
生

ま
れ
る
自
由
な
研
究
を
支
え
る
基
盤
的

研
究
資
金
も
大
事
で
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス

が
肝
心
だ
と
訴
え
て
き
た
。

今
起
き
て
い
る
の
は
、
政
治
の
側
が

科
学
の
側
に
、
科
学
技
術
の
伸
長
方
法

を
め
ぐ
り
原
理
的
対
決
を
迫
る
事
態

だ
。
そ
の
先
で
、
戦
艦
大
和
の
愚
策
と

悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
な
ぞ
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

（
東
大
教
授
）


